
イタリア・ソレントでWorkshopに参加しました（2023年10月7日）

現在、イタリア・ソレント市では、地域活性化を進めるため、デジタルツールを活用し、環境にも配慮しつつ、地元産品のブランド力・安全性をア

ピールし、競争力を高めるための取組が行われています。その取組の中で、地元の水産品について、漁獲情報のデータ化（二次元コード）及び

そのデータをPeppol e-invoiceに連携する仕組みのデモンストレーションが行われました。マッシモ・コッポラ市長の参加も得て行われたイベントで

は、出席者から「シンプルでわかりやすい」「Peppolであれば販売先の国のインボイスの仕様を気にする必要もない」「イタリア税務当局にレポート

する仕組みとの自動連携が実現すれば更に便利」など、Peppol e-invoiceの活用に期待する声が多数ありました。

実際に獲った魚

マッシモ・コッポラ市長（中央右側）も参加

現地プレスでも報道船上で即時に漁獲情報をデータ化 Peppol e-invoiceを自動生成・送信

出漁
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